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時制の く相対化〉　 日英露の 対照研究

山内　真理

1．は じめ に

　山内 （2006 ）で は 、 日本 と英語 の 時制使用 を比 較対照 し、 間接 話法にお け

る従属節内で の 時制 の く相対化 〉 と小説 の 地 の 文 にお ける時制の く相対化〉

が 同種の メ カ ニ ズ ム に よ っ て 起 こ る の で は ない か と考え た 。 た だ し、 間接話

法 中の 被伝達 部 に お け る 時制 選択 と小 説 の 地 の 文 に お け る時制 選 択 の 間 に

「相関」が あ る と
一

般化す る ため に は 、 他 言語 にお ける 時制使用 の 観察 をふ

まえた検証 が必要 に な る。

　そ れ ぞ れ に独自の 時制 ・相 の 体系を もつ 様々 な言語 の なか で 、 筆者は 、
ロ

シ ア 語 を第3の 比較対 象 と して 考察を進め て い くこ と に した 。 時制使用 に 関

して 日本語 ・英語 と対置 した と き 、
ロ シ ア 語 は 、

い くつ か の 点 で こ の 2言語

の 中間的 な特徴 を示すか らで あ る 。 本稿 で は まず 、 間接話法の 従属節内 の 時

制の ふ る まい を中心 に 、
ロ シ ア語の 「中間的」 な特徴を確認す る。

　 また 、
ロ シ ア語 は人称代名 詞の 使 用や 文の 構造 な どの 面 で は 、 どち らか と

い えば英語 に 近い が 、 時制 ・相 の 体系は 日本語 に近 い
。 しか し、

一
見 「対応」

関係 に ある形式 ど うしを比較する と
、 そ の 守備範囲に大 きな違い が あ る こ と

が わ か る 。 本稿後半 で は 、 語 りにお ける 時制選択 に つ い て 比 較対照 を進 め て

い くため の 準備段 階 と して 、
こ れ ら3言語の 時制 ・相 の 体系を整理 して い く。

時制 ・相の 働 きに つ い て の 観察 を通 して 、 個別 言語 が 、 様々 な意味を表現 し

分 ける ため に 、 そ れ ぞ れ 限 られ た数の 言語形式 を駆使 して い る こ と 、 そ して
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その や り方 には個別言語 ご との 整合性が あるこ とを確認 して い く。

2．日本語 ・ 英語 との 対比 か らみ る ロ シア 語の 時制使 用

2．1．「語 り」にお ける非過去形使用

　過去 形 を主 要 時制 とす る 「語 り」 の 場 合 、 そ こ で 使用 され る 非過去 形 は

「歴 史 的 現 在」 と呼 ば れ る こ とが 多い
。 た だ し 、 次 の 例 か ら も明 らか な よ う

に 、 英語 な どの 「歴 史 的現在」 とは異 な り、 日本語の 非過 去形の 使用 に は

「劇 的効果」 が伴 うとは言 い がた く、 英語 と比べ る と 、 「語 り」 にお ける 日本

語の 非過去形 の 使用 は 非常に 「自由」度が 高い
。

D

（D　　佐伯は まずカ
ー

ラ ジオ の ス イ ッ チ を入 れ た 。 チ ャ ン ネル を ニ ュ
ー

ス に越 。

　 　 　
一 ニ ュ

ー
ス か ら察する に 、 こ の 吹雪は さほ ど長 くつ づ きそ うになか っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （松本清張〉

　Borras ＆ Christian に よれ ば 、
ロ シ ア 語 の 非過去形 もまた 、 英語に比べ る

と 厂ず っ と普通 に ／頻繁 に」用 い られ 、 （2）や （3） に示す よ うに 、 「語 り」

にお ける過去形 と非過去形 の 混在 は珍 しい こ とで は ない 。 「よ り厳密 な時 間

的意味 を もつ た め 、 こ の よ うな形で 混在す る こ とは な い 」英語 の 時制形式 と

は対照 的で ある （Borras ＆ Christian
，
1971： 120−121）。

（2）　　 Sestry　nagnUlis ，

　　 k　　nei
， 曲 血匹：　　Eto　 s　　tovoi（Turgenev）

　　　sisters　ben ｛1＿P ＿Past 　 over 　her　ask ＿1＿NonPast 　wha 七with 　you　
2）

　　　（英訳 ：The 　sisters 　bent　over 　her 　and 　asked 　her　wha 七was 　wrong ．）

（3）　 （On ）幽

　 　 　 he

　 　 　porov叫jalsja，

pod　　kozyrek

under 　cap

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Eetkim　 話agom ，
　teEno　 na 　 doklad

，

　 　 come ＿1＿NonPast 　 briskly　　　　 like　 fbr　report

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 忌むe   ul 　 v 　 kabluki
，
　 vzjal

straighten ＿himsel仁up ＿P＿Past　 click 　 P 　 Past　 in　 heels　　take　 P 　Past

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Furmanov ）
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英訳 ：（He ）comes 　up 　briskly
，
　as 　if　to　make 　a　report

，
　straightens 　himselfup

，

　 　 elicks 　his　heels
，
　and 　salutes ．

　こ の よ うに 、 英語 と比較 した と き 、 「語 り」 に お け る 非過 去形 の 「自由」

な使用 とい う点で 日本語 とロ シ ア語 は極め て類似 して い る 。 日本語 と ロ シ ア

語 が 、 英語 と大 きく異 な る点 は 、

“

grammaticalised　expression 　of 　location

in　time”

（Comrie，
1985：9） と して の 時制 形式の 使用 を決定づ ける 「参照点

（reference 　point）」の 選択の 仕方 に ある 。 英語 の 時制 形式は 、 ほ ぼ常に 、 発

話時を参照点 とする 「絶対時制」 と して 用い られ る （Comrie，
1985 ：36

，
56）

の に対 し 、 ロ本語 や ロ シ ア 語 の 時制 形式 は 、 「コ ン テ ク ス トか ら与 え られ る

任意の 時点」 を参照点 とす る 。 「発話時」 は 「可能 な参照点の
一

つ 」 にす ぎ

ず 、 発話 時以 外 を参照 点 とす る 「相 対時制」 と して も用 い られ る （Comrie，

1985：36
，
56 ；Barentsen， 1996：17−18；山内

，
2006 ：169）。

　「参照点」の 選択 に お ける こ の よ うな違い が 、 「語 り」 に お ける時制 選択 に

どの 程度 まで 関与する の か に つ い て は今後の 考察課題 と し 、 以 下で は 、 間接

話法 の 従属節 に注 目 し 、 日本語 お よ び英語 と対 比 した と き、
ロ シ ア 語が そ の

「中間」的な特徴 を示す こ とを見て い く。

2．2．間接話法 にお け る 「相対化」

　 こ こ で は 、 間接 話法 の 被伝 達部 にお ける 時制選択 につ い て 、 伝達動詞 が過

去 形 、元 の 伝 達 内容 が非 過 去形 （現在 ・未 来）の 場 合 を と りあげ て考察す る 。

時制 の 一致 （Sequence 　of 　Tenses）の 規則 に従 う言語 とい う意味 で 典型的 な

「SOT 言語」 と され る英語で は
、 （4b）や （5b）に示す よ うに、伝達動詞が 過

去形で あれ ば 、 被伝達部 の 動詞 は そ れ に 合わせ て 過 去形 に シ フ トさせ るの が

普通で ある 。

一 方 、 （4b
’

）や （5b
’

）の よ うに 、 間接 話法の 被伝達部 で 非過

去形が 用い られ る場合 もあ るが 、
こ れ が 可 能に な る の は 、 「ア ン ナが泣 い て
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い る」「ジ ョ ン が 明 日到 着す る」 とい う発言 が 、 発話 時点 で も妥当で ある場

合に限 られ る 。

（4＞a ．（直接話法）

　 b ．（間接話法）

　 b’．（間接話法）

John 　said ：
“Anna 　is血 g．

”

John 　said 　that　Anna 幽 ．
”

John 　said 七hat　Anna 　1邑」幽 ．
”

（5＞a ．（直接話法）

　 b ．（間接話法）

　 b’．（間接話法）

John 　said ：　
“1　wil ］　arrive 　tomo 皿 ow ．

John　said 　that　he　would 　arrive 　the　next 　day．

John 　said 　that 　he　will 　arrive 廿｝morrow ．

　 この よ うに 、 英語で は 、 時制 の
一

致に 従 う場 合 も （（4b）（5b））、 従 わ な い

場合 も （（4b
’

）（5b
’

））、 被伝 達部 で 伝 え られ る事態 は 、 発 話時 を参照点 と し

て 時 間軸上 に 位置 づ け られ る 。
こ れ に対 し、 「非SOT 言語 」 と して 知 られる

日本語で は 、 「ア ン ナ が泣い て い る」「ジ ョ ン が明 日到着する」 とい う発言が 、

発話現 時点で も妥当で あ る か ど うか に 関 わ らず 、 被 伝達 部 で は 、 （6b）や

（7b ） の よ う に 、 直 接 話 法 と 同 じ 時 制 を使 わ な け れ ば な ら な い （山内 ，

2006：173）。 言い 換 えれ ば 、 日本語で は 、 間接話法の被伝達部の 時制 は常に

「相対 時制」 と して 解釈 され 、 そ こ で 伝 え られ る事態 は 、 主 節 の 伝達行 為 が

起 こ っ た 時点 を参照点 と して 時間軸上 に位置づ けられ る 。 従 っ て 、 機械的に

時制 を過去形 に シ フ トさせ た 「ジ ョ ン は ア ン ナが 泣 い て い た と言 っ た」 とい

う文 は 、 （6）と同 じ意 味 に は 解釈で きな い 。 同様 に 、 「ジ ョ ン は （自分 が）翌

日着竺 た と言 っ た」 とい う文 も、 （7）とは全 く異な る意味 に な る 。

（6） a ．（直接話法）　 ジ ョ ン は 「ア ンナが 」 い て い る　 と言 っ た 、

　 b．（間接話法）　 ジ ョ ン は ア ン ナが ・ い て い る と言 っ た 。
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（7） a ．（直接話法）　 ジ ョ ン は 「明 日着盛ま1 」 と言 っ た 。

　 b．（間接話法）　ジ ョ ン は翌 日着≦Lと言っ た 。

　た だ し、 日本語で は 、 英語 や ロ シ ア語 とは異な り、 直接話法 と間接話 法の

違い が 明確で は ない
。 2種類 の 話法が ある とい うよ り、 む しろ 、 「着 く．よ」

「着きま立」の よ うに 聞き手志向の モ ダリテ ィ を含ん で い れ ば 「直接話法的」、

含 まな けれ ば 「間接話法的」 とい うよ うに 、 関連要因に よ っ て 「間接度」 が

変移する と考 えるべ きで あ ろ う （鎌 田 ，
2000：85−116）。

　こ こ で ロ シ ア語 に 目を移す と、
ロ シ ア 語は 、 統語的に は 日本 語 よ り英語 に

近 く、 直接話 法 と間接話法は 明確 に区別 され る 。 まず 、 （8b）と （9b）に示す よ

うに 、 間接話法 は 、 従属節 を導 く接続詞 6toを含む 。 また 、 （9a）と （9b）か ら

分かる よ うに人称 表示 の シ フ トも明示的で あ る （ノα pr‘eぬ → on 　priedet ）。

そ の
一

方 で 、 ロ シ ア 語 は 、 日本 語 と 同 様 「非 SOT 言 語 」 に 分 類 で き

（Barentsen ，
1996）、 伝達動詞が 過 去形 、 元 の 伝達 内容 が非過去形 （現在 ・未

来）の 場合 、 間接話法の 被伝達 部で は 、 直接話法 と同様に非過去形が 義務 的

に用 い られ る （（8b）の μα6砿
， （9b）のpriedet）。 す なわ ち 、 間接話法の 被伝

達 部 の 時制 は 、 日本語 と同様 に 「相対時制」 と して 解釈 され る の で あ る 。

（Comrie，
1985：107−109；Barentsen ，

1996：15−16）。

（8） a ．（直接話法）DZon 　 skaza1 ；　　
“Anna 幽

”

　 　 　 　 　 　 　 John　say ＿P＿Past　Anna 　cry ＿1＿NonPast

　 b．（間接話法）Dion 　skazal
，　　 6to　Anna 　雌

　 　 　 　 　 　 　 John　say 」P＿Past　 that　Anna 　 cry ＿1＿NonPast

（9） a ．（直接話法）DZon 　 skazal ：　　
“

亟 　 幽 　　　　　　　zavtra ．
”

　 　 　 　 　 　 　 John　say ＿P＿Past　 I　　 arrive ＿P＿NonPast 　 tomorrow

　　b．（間接話法）DZon 　skazal
，　　 Eto 皿 pdgslgti　　　　　 na 　sledujugeij 　den，

．

　　　　　　　 John　say ＿P＿Past　that　he　arrive ＿P＿NonPast 　on 　nex 七　　　 day
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　この 3言語 に つ い て 、
こ こ まで 見て きた こ と を表 1 に ま とめて お く。 か な

り単純化 して い る もの の 、
ロ シ ア 語 の 「中間 的」 な特徴 が確認 で きる だ ろ う。

表l　 H英露における「間接話法」

英　語 ロ シ ア 語 日本語

直接話法と間棲話法 の 明確 な区別 有 有 無

被 伝達 部に おける 時制の 相対化 無 有 有

2．3．被伝達部にお ける時制選択の 随意性

　 こ の 節 で は 間接話法 にお ける 「時制の
一 致」現 象に 関 して 、 英語 とロ シ ア

語の 興味深い 対比 を見 て お く。 上 で 触 れ た よ うに 、 英語 で は 、 伝 達動 詞が 過

去形 で あれ ば 、 被伝 達部の 動詞は それ に合 わせ て 過去形に シ フ トさせ る の が

普通 で あ り、 被 伝達部の 内容が 発話時点で も妥当で あ る場 合 に 限 り、 間接 話

法で 非過去形を用い る こ とが 可能 に な る 。 た だ し 、 こ の よ うな随意性が 許さ

れ るか どうか は 、 主 節 の 動詞の タ イ プ に よ る 。 安藤 に よ れ ば
、 時制の

一
致が

随意 的 にな りうる の は 、 （10a）にあ げた、　saPt，　r（…por 彦 な ど 「発 言」 を含 む行

為 を表す動詞 と 、 「従属 節の 命題 内容 が真 で あ る こ とを話 し手が 前提 と して

い る こ と を示 す叙実的 述語 」の 場合 で あ る 。
こ れ に対 し 、 （10b ） に あげた

「非叙実述語」の 場 合 は 、 時制の 一 致が義務的 に な る 。 厂非叙実的述語」に は 、

「思 考 ・信念」 を表現 す る 述語 （hnow ，
　thinle

，
　insistな ど） と 「発言の 仕 方」

を表現 す る動詞 （whisper ，
　snort な ど）が 含 まれ る （安藤

，
1983：250 −258）。

（10）a ．時制の
一
致が随意的 ：

　 　　John 　sα id　（reported ！toldl　 mentioned ！ α sked ！ regretted ！discovered！

　 　 grαsped ！ re α lized／proved ！showed ／noticed ！ remembered ！w αrned ！w αs

　 　 αm αzed ♪that　the　earth ｛was ！is｝round ．
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b．時制の
一

致が義務的 ：

　 John　hnew　（tvαs　aw α re　1　forgot／th・ught ！believed！dreα 7π ed μ   9 ‘μ ed 　1侮

　 ured 　1ω ished／hoped1 αsserted1 α lleged！ cl α imed ！insisted！whispered ！

　 snorted1 　quipped ）　that　Mary ｛蟄 ｝aspy ． （安藤 ， 1983：250＞

　（10a）の タ イ プの 述語 の 場合 、 上述 の よ うに 、 被伝達部の 内容が発話 時 に

も成立 して い る場合 に 、 時制使用 に選択の 余地 が 出て くる 。 さ らに 、 話 し手

が 、 発話時の 状況 との 関連性 を表 明 しよ うと して い る場合 に、 非過 去形が選

択 され る （Riddle，
1986）。

これ に対 し 、 （10b）の タ イ プの 述語 の 場合は 、 時

制 の
一

致に義務的に従うこ とに なるが 、 こ れは次の よ うに説明で きる
。 まず 、

「思考 ・信念」の 述語 の 場合は 、 思 考や信 念の 内容 に つ い て 「責任 を負うこ

とが で きる」 の は 、 思 考主体　（（10）で はJohn）の みで あ り、話 し手の 関与

す る 余地 が ない
。 ま た 「発言 の 仕方」 を表現 す る 動 詞 は 、 伝達 部 の 主語 の

「発 言 を客観 的 に伝 達す る」た め の 動詞 で あ り、 そ もそ も 「話 し手の 信 念の

入 り込 む余地 が ない 」（安藤 ，
lg83：251

，
266）。

　 こ の ように 、 時制の
一
致が 義務的で あ る か 、 随意 的で ある か とい う動詞の

タイ プの 違い も 、 「発話者 の 視点 か ら 、 発話者の く い ま ・こ こ 〉 と 、 そ うで

ない 世界が 区別 され 、非過去形 は 、
つ ね に発話者 の く い ま ・こ こ 〉 との 関わ

りを含意す る 」（山内 ，
2006：172） とい う、 英語 の 時制使用 の 特徴 か ら説明 す

る こ とが で きる 。 英語で は 、 こ の 特徴 と矛盾 しない 場 合に限 り、 被伝 達部で

の 時制選択が 随意的 になる の で あ る 。

　被伝達部 にお ける時制選択の 随意性に 関 して 、
ロ シ ア 語 で は 、英語 とは 対

照 的 と も言 える ふ る まい が 観察 され る 。 伝達動詞 が過去形 、 元の 伝達内容が

非過 去形の 場合、被伝達部 で は 非過去形 、 す なわ ち 「相対時制」を用 い る の

が 普通 で あ るが 、 主 節の 動詞の タ イプに よ っ て 、 「絶対 時制 」 の使 用 が 可 能

に な る場 合が あ る （Forsyth，
1970 ：69−70；Borras ＆ Christian， 1971：144−146；

Barentsen
，
1996）。 被伝達部 に お け る時制選択 が 随意的 に な るの は 、主節の
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動詞が （11）にあげる ような 「思考」「知識」「知覚」 を表す場合で ある 。

（11） znat
’

（know （1）），
　duma ザ／podumat

’
（七hink （1／P ）），

　ponimat
，

／ponjat
，

（understand

（狸 ）），
regaV ／regit

，

（solve （1／P）），　kazat
’

〔｝ja／pokazat’（rja （seem （皿 ）），
　videt

，

／uvidet
，

（see （LP ）），
　smotree ／posmotret

’

（look （∬P ）），　slygaV ／usly きat
’

（hear（11P＞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Forsyth， 1970：70）

　　随意的 な時制 選択 の 例 と して 、Baren七sen （1996 ：21）に 紹 介 され て い る

Aliee　in　Wonderlαnd の 2種類の ロ シ ア語訳 を見て お こ う。 原文を （12a）に示

して い る 。 被伝達 部に お け る 過 去形の 述語 （were α ll　turning ））b　s
’

、
　Nabokov

訳 で は過去形 に 翻訳 され て い る の に対 し （（12b））、
　 Demurova訳 で は非過 去

形 に翻訳 されて い る （（12c））こ とが確認 で きる。

（12）a ．Alice　notieed ，　with 　some 　surphse
，
　tha七七he　pebbles − into　lit−

　　　　 tle　cakes 　and 　they 　lay　on 　the　floor…　（Alice　in　VPronderlαnd ，
　Chapter 　IV）

b．Ania　zarnetila 　 ne 　 bez　 udivlen
’
ja，　 Eto　 kamugki

，
1edadEie　na 　polu ，

　 Ania　notice ＿P＿Past　not 　 without 　su ！1）rise 　　that　pebbles　lying　　on 　floor

　 odin 　za 　 drugim−
，

　 v 　 kroxotnye　piro2ki．（V．　V．　Nabokov 訳）

　 one 　 after 　other 　change ＿1＿Past　 into　small 　　 pies

c．Alisa　meZ 　tem 　 s 　 udivleniem 　zametila
， 　 6七〇 kamegki

，
　upav

　 Alisa　meanwhile 　with 　surprise 　　notice ＿P＿Past　that　pebbles　having−fallen

　　na 　polu ，
　bOthas　　　 − 　　v 　 piroZki．　 （Demurova 訳）

　　on 　floor　immediately　cha 皿 ge＿1＿NonPast 　 into　pies

　Borras ＆ Christainに よ れ ば 、 「思 考」「知識」 「知覚」 の 動詞 の 場合 は 随

意的 に な る とは い え 、 や は り被伝達部で は非過去形 を用 い る方が圧倒 的に 多

く、 さ らに 、 被 伝達部で 過去形 を用 い る と 、 そ の 思考／知覚内容が 、 本人 が

そ う思 っ て い る だ けで は な く、 実際 にその 事実が あ っ たこ とが 強調 され る と

い う。

3）
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By 　placing　the　subordinate 　verb 　in　the　past　tense，
　the　writer 　emphasizes 七he

fact　tha七the　thought　or　feeling　of　the　person　concerned 　were 　reflections 　of 　sur −

rounding 　reality 　and 　not 　subjective 　impressions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Borras＆ Christain， 1971：145）

　以 下 の 2例 は い ず れ もBorras ＆ Christian に 引用 さ れ て い る 例 だ が

（1971：144−145）、 上 の 見方 を適用す れ ば、被伝達部で 非過去形 （umret ，
　umi −

r α et）が用い られ て い る （13）で は 、 実際に瀕死 の 状態 だ っ たか は定 か で な

い の に対 し 、 （14） で は彼が そ う思 っ て い る だ けで な く、 実際に彼女が 祈 っ

て い た とい う事実を強調す るた め に 過去形 （molil α s
’

）が用 い られ て い る と

説明で きる 。

（13）　　 Knjaz，

　Andrei　ne 　tol
’ko　znal

，　　　　　　 6to　　塑 ，

　　　prince　Andrey　not 　only   ow ⊥ Past 飆 ｛lie−P −NonPast

　　　no 　on 　po乙uvstvova1 ，
6to　　幽 　　　　　i＿　　　　　　　　　　（Tolstoy）

　 　 　 but　 he　feel　 I　 Past 　　 that　 die　 I　 NonPast 　 and ．．．

　　　英訳 ：Prince　Andrey　not　only 　knew 　that ｝le　would 　die
，
　but　he 艶lt　that　he　was

　 　 　 　 　 dying
尸
，．

（14）　 Ona 　userdno 　 molilac
’
．．，　 On 　 buvstvoval ，6to　 ona 　幽

’

　 　 　 she 　 earnestly 　pray＿1＿Past　 he　feel＿1＿Past 　 that　 she 　pray丿LPast

　　　i　　 za 　negO ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Turgenev ）

　 　 　 and 　 fbr　hi皿

　 　 　英訳 ：She 　was 　earnes 七ly　praying ＿He 　felt　that　she 　was 　praying　for　him
，　too。

　間接話法の 被伝達部 に お ける時制選択の 随意性に関 して 、 英語 とロ シ ア語 に

見 られ る対比 は 表2の よ うに ま とめ るこ とが で きる 。 英語 とロ シア語で は、 現

発話者 （現在 の 話 し手）、 発話／思考の 主体 （伝達文主節の 主語）、 被伝達部の

内容 （伝達／思考内容）、 思考 ／伝達内容 と現実世界で の 事態 との 関係が 、 対

照 的 なや り方で 時制選択 に反映 され て い る こ とが分か る 。
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表2　間接話法 の 被伝達部動詞の 比較 ：英語 vs ．ロシ ア語

英　語 ロ シア語

無標 の 時制
過去形 （発話時を参照点とした絶対

時制）

非過去形 （行 為
・思考の 時点を参照

点とした相対時制）

A 　無標の 時制が

　　義務的

主節の 動詞が 「思考
・信念 」などを

表す場合

主 節 の 動 詞が 「発 話行 為」を表 す

場合

B 　時制 選択が

　　随意的

主節の 動詞が 「発話行為」など表す

場合

主 節 の 動 詞が 「思考
・知覚」などを

表す場合

B 觚標の 時制 過 去形 （絶対時制） 非過去形 （相対時制）

有標の 時制 非過去形（絶対時制）
＊ 伝達内容 が発話時にも（話し手の

世界で も）成 立して い る場合に選択

可能

過去形 （絶対時制）

＊ 思考／知覚 内容が 、思考／ 知覚時

点で事実として （； 知覚主体の思考の

外）でも成立して い る場合に選択可 能

　こ こ で 、 直接 話法で は 非過去形で 表 され る思考／知覚内容 を 、 間接話法で

表現す る 場合 （表2の B タ イ プ）に 注 目 して 、 日本語 も交 えて 比較 して み る 。

ロ シ ア語で は
、 （15a）の よ うに 、 思考／知覚の 主体が考えた時点の まま 、 非

過 去形 （sledit ） を用 い る の が普通 で あ る が 、 （15b）の よ うに 、 そ の 思 考／

知覚内容が その 時点で 事実 と して 成 立 して い る こ とを強調す る た め に、 過 去

形 （sledil ）を用 い る こ と もで きる 。 こ れ に対 し 、 ほ ぼ常 に 絶対時制が用い

られ る英語で は 、 （16）の よ うに過去形 （w α s ω α tehing ）が義務的で あ る が 、

こ れ は 、 他人 の 思 考／知覚内容 に対 して 現発話者が 関与す る余地 が ない た め

で あ る 。

一
方 、 日本語 で は 、 （17）の よ うに 、 思考／知覚の 内容 は 、 思考／

知覚 の 主体が考 えた 時点の ま ま 、 非過去形 （「監視 して い る 」）で 表現 す る し

か な く、 思考時点 で の 事実 と合 っ て い る か ど うか 、 現発話者 が発話 時点で 妥

当だ と認 め る か どうか 、 とい っ た 違 い は 時制選択 に は全 く関与 しない （山内
，

2006：172−173）o
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（15＞a．Ja　xor （増o　vide1
，　　　　tito　ded　　　　　fileS1iS　　　　　　　　　za 皿 noi ＿

　 　 　 I　 well 　 see ＿1＿Past　 that　old 　man 　 watch ＿1＿NonPast 　 at　me

i　　　b（）j　al（ja　　　　　　　　ego ．

and 　 be　 afraid 　 I　 Past　 him

（Gor
’
踊 ；城田（2003：135）に引用）

b．Ja　xoro 首o　vide1 ，　　 6to　ded　　 SlgSl且　　　　 za 　mnoi ＿i

　 I　well 　 see ＿1−．Past 　that　old 　nla 皿 watch ＿1＿Past　 at 　me 　　 and

　 bojal（オa 　　　　　　　　ego 。

　 be＿afraid ＿1＿Past　 him

（16） 1　knew 　that　the　old 　man 　P t 　me ＿and 　1　was 　afraid 　ofhim ．

（17）　 お じい さんが … 私 を e
　 て い る　

＊ 臣と

　 て い た こ とをよ く知 っ て い た の で
、

怖か っ た。

　間接話法 にお け る 「時制 の 一 致」規則 の 働 き方 、 特に他者 の 思 考や 知覚を

報告す る場合の 過去形／非過去 形の 守備範 囲の 違 い は 、
こ の 3言語 に つ い て

小説ない し 「語 り」の 地の 文 に お ける時制 選 択 を比 較 し 、 考 察 を進 め て い く

うえで 非常 に 示唆的 で あ る 。 特 に 、 間接話法 を用 い て 他 者の 思考や 知覚 を報

告す る場合 の 時制 選択 と 、 作中人物の 思 考や知覚を表現 す る 場合の 時制 選択

（英語で は 、非過去形 が用 い られ た場合 は Free　Direct　Thought 、過去形が 用

い られ た場合は Free　lndirect　Thought と区別 され る4＞） との 間に 、 密接 な関

係 があ る の で は ない か と考え られ る
。 そ こ で も同様 に ロ シ ア 語 の 「中間 的」

な特徴が見 出せ る か どうか 、 詳細 に検証 して い きたい と考えて い る 。

5）

3，英語 ・ ロ シア 語 ・ 日本語 にお ける 時制 ・ 相形式の体系

　2節 で は 、 聞接話 法の 従属節 に お け る 時制 選択 に つ い て 、 日本語 ・ロ シ ア

語 ・英語 を比較 し 、 日本 語 ・英語 と比較 した ときの ロ シア語 の 中間的な性格
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を指摘 した。
こ こ で の 考察を踏まえて 、 従属節 にお ける時制選択 と 「語 り」

の 地 の 文 に おけ る 時制選択の 間 に共通の メ カ ニ ズ ム が ある とい う仮定を今後

検討 して い くこ とに な る。 Fleischman （1990 ：7−12）が 主張す る よ うに 、 「語

り」 に お ける時制 ・相形式 は 、 基本的な 「指示的」（referentia1 ）意味 を超 え

て 機能す る が、 指示的な意味 と全 く無 関係 に 機能す る の で は ない 。

＿the　tense−as 　 ect　o　 ositions 　available 　in　a 　
’
ven 　 ammar 　necessaril 　 condi 一

tion　and 　constrain 　the　 r iextensions 　this　mor 　 holo　 can 　under 　 o　 For

example
，
　in　languages　with 　PFV ［Perfective］and 　IPFV ［lmperfective］aspects

，

this　opposition 　commonly 　serves 　to　mark 　the　discourse　contras 七between

events 　and 　description，　whereas 　in　languages　in　which 　perfectivity　is　not

expressed 　morphologically 　this　discourse　contrast 　cannot 　be　marked 　unam ・

biguously，　at　least　not 　in七he　same 　way ．　 （Fleischman，
1990：12， 下線 は筆者）

　「語 り」に お け る機能 の 拡 張 を十分 に と らえ る た め の 準備 と して 、 以 下で

は 、 日本語 ・ロ シ ア 語 ・英語 に お け る 時制 ・相 の 形 式 と 、 そ の 指 示的 な意味

を整理 して お くこ と に す る 。 まず 、 そ れ ぞ れ の 言語で の 時制 ・相 の 体系 は 、

以下 の よ うに ま とめ る こ とが で きる 。 日本語 とロ シ ア語 は 、 時制 ・相 に限れ

ば 、 動詞 の 活用 は比較的単純で ある 。

6）

表3 時制 ・相形式の 体系 ：H本語

完　結 相 継
广
厩 鋳臥 、

ゴ广广

非 過 去
書く

（will 　wdle ，　wdtes ）

書い て い る

（will 　be　writing，　is　wring ，　has　written ，　wrote ）

過 去
書い た

（wrote ，　has　wn 鍾en）

書い てい た

（was 　writlrlg ，　had　been　wdtlng ，　had　written）
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表4　時制 ・相形式 の 体系 ：ロ シ ア語

完　了　体 不 完 了 体

byゼpisat
’

（will　write ，　wi 旺s尉 t　writing，　wi 旺be　writing）

非　 過　 去

napisat
’

（will 　write （up ＞，　wdtes （up））

pisat
’

（W   tCS，　is　wnting ）

過　　　　去
napisal

（wrote ，
　has　written ，　had　written ）

pisa】

（wrote ，　was 　w   ting，　has　wri 就en）

表5　時制 ・相形式の 体系 ：英語

単 純 形 進 行 形 完　了
尸
形

米　 来 will　write will 　be　wh 匝ngwimlave 　wri 賦 en will 　have　been　wdting

現　 在 writes is　w 而 ng haS　W 肖tten has　beじn 　writing

過　 去 wrotc was 　w 出 ing 11ad　written had　been　writing

　表 （3）〜 表 （5）で 網をか けた相範疇が 「有標」項で あ る 。 有標 の 範疇 は
、

形 態 的 に は無標 の 範疇 よ りも標識が 多 く、 意 味的 には
“

narrowly 　defined

category
”

（Chung ＆ Timberlake
，
1985 ：239）で あ り、 無標の 範疇 よ りも使

用 条件が厳 しい
。

7）表中 、 太枠 で 囲ん だ 部分 に 注 目 して ほ しい
。 日本語 の

「完結相」 （ル 形）、
ロ シ ア語 の 「完了体」、英語の 「単純形」は 、

“
Perffective

”

に属す る相で あ り、 日本語の 「継続相」 （テ イル 形）、
ロ シ ア 語の 「不完了体」、

英語 の 「進行形」は 、

“

lmperfective
”

に属する 相で ある （Comrie ，
1976）。

8｝

しか し、 ロ シ ア語の 「完了体」（有標項）は 、 日本語や 英語 の Perfbctive範疇

（無 標 項 ） よ りもず っ と使 用 条件 が 厳 し い
。 同様 に 、 日 本語 ・英 語 の

Imperfective範疇 （有標項）は 、
ロ シ ア 語の 「不完 了体」 （無標項） には な

い
、 そ れぞ れ独 自の使用条件 を もつ 。 日本語 （表3） とロ シ ア語 （表 4） には 、

活用形 に大雑把 な英語訳 をつ けて あ る が 、 もう少 し詳 し く、
こ の 3言語 に お

ける時制 ・ 相形式の 対応関係 をみ て お こ う。
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一

般 に 、 事態 を 「全体」 と して と らえる相 で あ るPerfectiveは 、 複数 の 事

態 の 連続 に お い て は 、 「継起性 」 「順 次性」 を表す 。 （18） に示す よ うに 、 完

了体過去形 （露）、単純過去形 （英）、 タ形 （日）は 、 同 じよ うに 、 Perfective

と して 「継起性」表示 の た め に用 い る こ とがで きる 。

（18）a ．On 　 mol 邑a 　 nadel 　　pal
，to

， 魍 　　話apku 　 i　　 鯉 ．

　 　　 he　silently 　 put＿on ＿P　coat 　　took＿P 　hat　　　 and 　left＿P

　 b．He 　silently 髄 on 　his　coat
， 爐 his　hat　and 蠶 ．

　 　c．彼は黙 っ て オ
ーバ ーを羞左 。 帽子 を手に蚣 。 そ して坦エ丘 2 止 。

　　　（彼 は黙 っ て オーバ ーを着 、 帽子 を手 に取っ て 、出て い っ た）

　こ れ に対 し 、 Imperfectiveは 事態の 「一 部」 を と らえる 相 で あ り、 他の 事

態 との 「同時性」「共存」「重 な り」 を表す場合 に用 い られ る 。 （19） に示 す

よ うに 、 不完 了体過 去形 （露）、 過去 進行 形 （英）、 テ イ タ 形 （日） を用 い た

「読 む 」 とい う動作 は 、 その
一 部 が 「部屋 に 入 る」 とい う別 の 動作 と重 な っ

て い る 。

（19）a ．Kagdaja 　y2 弖隻亠　　　　ona 　幽 ユ且　gazetu．

　 　　 when 　I　 entered ＿P 　she 　read ＿I　newspaper

　 l｝．When 　I　entered 　the　room ，　she 麺 g　the　newspaper ．

　 　c．私 は部屋 に入 2 」た。 彼女 は新 聞 を読ム皿 。

　　　（部屋 に入 る と、彼女 は新 聞を読 んで い る と こ ろだ っ た）

　（18）と （19） は 、 3言語 の Perfective／Imperfective範疇が 、 同 じよ うに働

い て い る 例 だ っ た が 、 有標 項で あ る ロ シ ア語 の 完了体 は 、

一 般 の Perfective

範疇 よ りも使用 条件が 厳 し く、 使用範囲が 狭い 。 完了体は 事態の 「具体性 ・

特定性 ・一
回性」 を表 し、 また 「実現 ・完了」や 「結果の 残存」 を強 く含 意

す るため 、
こ れ に合 わ ない 意味が 含 まれ る 場合 は 用 い る こ とがで きない か ら
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で あ る 。 そ うした意味は 無標項で ある不完了体の 分担 となる た め 、 不完了体

は
一

般の lmperfective＄E疇 、 また 日本語 の 継続相や英語 の 進行形 （共に有標

項）と比べ て 、 使用範囲が か な り広い
。

　例 えば 、 「習慣」 は 、 完 了体 の 「具体性 ・特定性 ・一
回性」の 意味 と相容

れ ない ため 、 不完了体が用い られ る （（20a））。 英語の 進行形 は 「一 時的 な習

慣」で ある こ と を伝 える 場合 に用い る こ と もで きる が 、 通常 、 「習慣」 は単

純過去形 の 守備範 囲で ある （（20b））。 ロ本語 で は 、 継続相 に も 「習慣」 を表

す用法が あ るが 、 完結相 も 「習慣」の 意味 を排除 しない （（20c））。

（20）aKa 活dぬ veEer 　ona 姆 a　（
＊proUitala）gazetu．

　 　 every 　 night 　she 　read ＿1 （read ＿P）　　newspaper

　 b，She 鯉 （
＊
was 　reading ）七he　newspaper 　every 　night ．

　 c ，毎晩 、 彼女は新聞を麺 ／誼雄 。

　また 、

一 つ の 事態 の 完了 を前提 と して 次 の 事 態が起 こ っ た 、 あ るい は 、 そ

れ ぞ れ の 動作が 最後まで 遂行 され た と言い た い 場合 に は完了体が用 い られ る

が 、 そ の よ うな動作 の 完了 や 終 了の 局面 に注意 を向け ない 場合 は 、完了体 を

用 い る こ と は で き ない 。 そ う した 文 章 の 例 が （21 ） で あ る 。 最初 の 事態

（「起 きる 」）だ け は 、 そ の 完了が そ れ以 降の 事態が 起 こ る前提 とな る た め 、

完了体が必要に なる が 、 そ れ以外の 事態 に は すべ て 不 完了体が用 い られ る 。

事態 の 「
一

部 ・過程」 に 注 目す るた め で もな く、事態 どうしの 「同時性」 を

表現する ため で もない 点 に注目 された い
。

こ こ で は 、 不完 了体は 、 「完了 ・

結 果 」 に 注 目 し な い た め に 用 い ら れ る の で あ る 。 こ れ に 対 し 、 有 標 の

Imperfbctive範疇で ある 進行 形 （英）や 継続相 （日）は 、 事態の 「
一

部 ・過

程」を取 り上 げ 、 他 との 「同時性」 を明確に 表現す る た め の 範疇 で あ り、 事

態 の 列挙 に は用 い る こ とが で きな い
。 そ こ で 、 無標の 範疇 で あ り、 事態 の
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「完了」や 「結果」 に 注意 を向け な くて も使 える 単純過去形 （英）や タ 形

（日）が用 い られ る こ と に な る 。

（21）a ．V6era　　　ja　戯 　　 rano ．

　　　 yesterday　I　　got＿up ＿P 　early ．

　　　 Ja　 stirala 　 bel’e
，
　 a 　 zatem 　pov 切 ala 　 projdennyj　 material ．

　　　 I　 washed ＿I　 linen　 and 　七hen 　 repeated ＿I　 learned　　 material

　　　 Ve乙erom 　　　　ja　pisala　 soEinenie 　i　　 u 邑ila　　　stiXo 七vorenie ．

　　　 in＿the＿evening 　 I　 wrote ＿I　 essay 　　 and 　 learned＿I　poem

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （cf．　Borras ＆ Christian
，
1971：125）

b．Yesterday
，
　I　gΩLt　up 　early ．1塾 d （

＊
was 　washing ）my 　linen　and 　then

　 reviewed （＊wa 日 reviewing ）七he　ma 七erial 　I　had 　lealned．　In　the　evening 　I　wrote

　 （＊was 　writing ）all　essay 　and 姻 （＊was 　learning）apoem ．

c．昨日は呈起盆 。 下着類 を洗 2 左 （＊洗 っ て い た）。 そ れ か ら学校で や っ た とこ

　 ろ を復翌⊥ 、た （＊復習 し て い た）。 夜に は 、
エ ッ セ イを晝並 （＊書 い て い た）。 そ

　 して詩を覚並 （＊覚えて い た）。

　 （昨 日は早起 きした 。 下着類 を洗 い 、それか ら学校で や っ た と こ ろ を復習 した 。

　 夜 に は 、エ ッ セ イを書い た り、詩 を覚 えた りした 。 ）

　（22a ）の 「結果の 残存」 を示す用 法は 、
ロ シ ア語 の 完了体の 「実現 ・完了」

の 含 意 を示す典型的 な例 で ある 。 こ うした意 味を出 さずに 、 そ の 事態が あ っ

た か無 か っ た か を確 認す るだ けの 場合 は 、 （23a） （24a＞の よ うに不完了体を

用 い る こ とに な る 。 付 け加 え れ ば 、 不完了体 の 「事 態の 有無 の 確認」 の 意味

には 「経験」の 意味が 含まれ る （（24）を参照）。

（22）a．Knigu　ja 曲 L　 m ・gu　 vernut
’

ee 　 vam ．

　　　 book　　I　 read ＿P　　can 　　return 　it　to＿you
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　　　b．1’ve 　read （read ）this　book．　I　can 　return 　it　to　you ．

　　　c，この 本は読垂ま⊥ たの で 、 お返 しで きますよ 。

（23）a ．6to　　vy 　　d血 匡 vEera ？　　　
− VEera　　　　ja幽 　　2urnaly　　v　　biblioteke、

　　　　　what 　you 　did＿I　yesterday 　 yesterday　I　 readj 　magazines 　in　library

　　　b．What 　did　you 　dΩyesterday？　
− Yesterday　I　read 　magazines 　in　the　library，

　　　c．昨 日は何 を」Lま⊥止 か？　　一昨 日は 図書館で 雑誌を読血 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cf．　Rassudova ，
1968／1975 ：8・9）

（24） a −Vy 　 錮 　　く ＜Boinu 　i　Mor ＞ ＞ L’va 　Tolstovo？

　　　　　　you　read ＿I　 war 　and 　peace　　 of＿　Lev　Tolst〔’j

　　　　　　−Net ，
　ja　 ne 壱i堀 　 etu 　knigti．

　　　　　　 no 　　 I　　 not 　 read 　l　 this　book

　　　　　　−A 　　 ＜＜Mat ，

〉＞ Gor
’
kogo　 媼 ？

　　　　　　七hen　 mother 　　 of 　Gor’kii　 read 　I

　　　　　　−Da ，
　ja幽 【　 ee 　neskol

，ko　let　　nazad ．

　　　　　　yes　I　　read ＿I　it　 several 　　years 　befbre

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cf．　Rassudova ，
1968／1975 ：24−25）

　　　
b・−Have

　y°u 「ead 晦 απd
　
Peα

 
Lev

　
T °lst°j？

　　　　　　−No ，
　1　11aye1tt1egd　the　book．

　　　　　　−Then 　h鼬 you 　read 　Gor宝ii’s　Mb ‘ゐθr？

　　　　　　−Yes ，
　I　read 　it　several 　years　ago ．

　　　　c． レ フ
・トル ス トイの 『戦争 と平和』 をgs 　だ こ と s

−
　　　　 ・

。

　　　　　　一い い え、読W W ／講 ん で い 　せ ん 。

　　　　　　一で は、ゴ ー
リキ の 『母』は 9S 　　 た ・ 誌 ん で い 　　 ・ 鱗 ん

S
こ と “

’

　　　　　　　−XLQi。

　　　　　　一は い
、 数年前に読墨 た／

is
んで い 　　／ 鱗 　だ こ と ミ　　　 。
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　こ こ まで 、 日本語お よび英語 との対応 関係に触れ なが ら、
ロ シ ア語の 完了体

過 去形／不完了体過 去形 の 用 法の ご く基本的 な部分 を見 て きた 。 表6に 、 下位

分類 した 8つ の 意味 を ま とめて ある 。
こ れ らの 意味 を 、

ロ シ ア語 で は 2種類 、 英

語 と 日本語で は2〜3種類の 形式で 表現 し分 けて い るが 、 どの 意味とどの 意味を

同 じ形式で 指すか 、 その 分担 を決定する 基準が個別言語ごとに異 なるため に、 言

語 間で の形式どうしの 対応関係は
一
見複雑に なる。

9）

表6　時制 ・相形式 の 対応関係

ロ シ ア 語 英　 語 日 本 語

（18＞継　 　起　 　性 完 了体過 去　 napisa 夏 単純過 去 wro ！e 完結相過 去　　書い た

（19）同　　時　　性 不完了体過去 pisa正 過去進行 wa8 　writing 継続相過去　　書い てい た

（20＞習　　　　 慣 不 完了体過去 pisal 単純過去 wrote
完結相過去　 書 い た

継続相過去　　書い てい た

（2D 列挙 ：結果／

　　 過 程 へ の 注 目なし
不 完 了 体 過 去 pisal 単 純 過 去 wrote 完結 相 過 去　 書 い た

（22）現 在 へ 結 果 の

　　残　　　　 存
完了 体 過 去　 皿叩 isa1 単純過去 wrote

（現在完了has糀 itten＞
完結相過去　 書 い た

（継続相非過去 書い て い る）

（23）事態 の 有無確認 不 完 了体過去 pisal 単純過去 wro 吐e 完結相過 去　 書い た

（24）経　　　　 　験 不完了体過去 pisa1
単純過去 wro 監e

（現在完了 haS　WI 洫 en ＞

完結相過去　 書 い た

（継続相非過去 書い て い る）

　napis α1一
ω rote − 「書 い た」 とい うPerfectiveに属する形式 どうしの 対応が

み られ るの は 、 （18）「継起 性」 を表す場合 だ けで あ り、 pisα 1 − w α s　writing −

「書 い て い た」 とい うImperfective に属す る形式 ど うしの 対応 が み られ る の

は 、 （19）厂同時性」 を表す場合 の み で ある 。

　こ の 一 見 「複雑」な対応 関係 は 、 有標の 形式 （napis α1
，

ω α s　writing
， 「書

い て い た」）の 使用基 準 が厳 し く、 そ の 使 用範 囲が 限 られ て い る こ とに よる 。

上述 の よ うに 、
ロ シ ア語 の 完了体過去 （n αpis α1） は 、 単に 「事態を全体 と

して と らえる」 だ けで な く、 その 事態 の 「具体性 ・特定性 ・一
回性」 を表 し、
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「実 現 ・完了 ・結 果」 に 注 目す る こ とが 要求 され る 。 また 、 こ こ で は 詳 し く

見 て い ない が 、 Imperfectiveに属する英 語の 進行形 は 、 他 の 事態 との 「同時

性」や 「進行中 ・変化の 途 中」 を表す こ とが 要求 され 、 同 じ く日本語 の 継続

相 も 、 他 の 事 態 との 「同時性」 や 事態の 「持続性」 を表す こ とが 要求 され

る 。

　こ の よ うに有 標の 形式 の 使用範囲が 狭い 分 （表中の 太字部分 を参照）、 無

標 の 形式の使用 範囲が 広 くな り、 Perfectiveで あれIlnper∬ective で あれ 、各

言語の 無標 の形式 ど うしが対応 しあ う意味領域も広くなる （（20）， （21）， （23），

（24））。 なお 、
い ず れの 言語 で も、 有標の 形式が使用 で きない 領域 に は無標

の 形式 を用 い る 、 とい う形で 役割 を分担 して い る 。

　 こ こ で は ロ シ ア語 の 過去時制 を中心 に考察 したが 、 非過去形 の領域 も合わ

せ て 整理 して お く必要が ある 。 また 、 複 文 を で きる だ け扱 わ な い よ うに した

こ と もあ り、 英語の 過去完了形 は扱 っ て い な い 。 過 去 時制 の 領域 で 興味深 い

の は 、 「現在 へ の 結果の 残存」 を表す完了体過 去形 と 、 単純過去形 ・現 在完

了形 （英）、 完結相過 去形 ・継続相非過 去形 （日）の 対応 関係 （表 6 （22 ））、

そ して 、 「経験」 を表す不完了体過 去形 と 、 単純過去形 ・現在完了形 （英）、

完結相過去形 ・継続 相非過去形 ・ 「〜 した こ とが ある」形式 （日）の 対 応関

係 （表6 （24））で あ る 。 現在完了形 に 関わ る こ れ らの 領域 につ い て は 、 この

部分 だ けに焦点 をあ て て 考察す る必 要が あ る だ ろ う。

4．お わ りに

　本稿で は 、 まず 、 過去形 を主時制 と した 「語 り」 に お け る非過去形の 使用

が 、 日本語 とロ シ ア語 で は 、 英語 に 比べ て か な り自由で あ る こ とを確認 した 。

また 、 英語 と は違 い
、 日本語 とロ シ ア語 は、 と もに 「非 SOT 」言語 で あ り、

問i接話法の被伝達部 にお い て 「相対時制」が用 い られ る とい う共通点が あ る 。

さらに 興味 深 い 点 と して 、
ロ シ ア 語で は 、 英語 とは 対照 的 に 、 「発 話」 の 再
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現で は な く、 「思 考」の 再現 の 場合 に 、 時制 の 選択 が随意 的に なる こ と を指

摘 した 。
こ れ らは 、 日本語 お よ び 英 語 と比 較 した と き、

ロ シ ア語 をその 「中

間」 に位置づ ける特徴で ある 。

　 こ こで の 考察 を発 展 させ 、 「語 り」 にお ける 時制使用 につ い て こ の 3言語 を

比 較 して い く準備 と して 、 後半で は 、 そ れ ぞ れ の 言語 の 時制 ・相 体系 を整 理

した
。

ロ シ ア 語 の 過去時制 を 中心 と して 、 その 基本的な相対立 か ら生 じる 個

別 的 な意味 ・用 法の 区別 を設定 し 、 そ れ ぞれ に つ い て 、 言語ご との 相当する

範疇 ど うしの 対応 関係 を示 した 。 「継 起性 」「同時性」 に つ い て は 、 各言語 の

Perfectiveに 属す る 形 式が 前者 を 、　Imperfectiveに属 す る形式が後者 を表 す

とい う対応 関係 が あ る が 、 そ れ 以 外 の 意 味 につ い て は 、 各 言語 に お け る無標

項 どうしが 対応す る 。

　最後 に 、 本文 で は 十分 に触れ る こ とが で きなか っ た点 を補 足 して お きたい
。

日本語 とロ シ ア語 の 時制 は 、 基 本的 に は二 項対立 （非過去 と過去）で ある と

み なす こ とが で きる 。
こ れ に対 し 、 英語で は 、 助動詞 、 本動詞 を含め て 、 形

態論 的 に は 主 要 な対立 項 は現在 形 と過去形 の 二 種類 で あ る もの の 、 単純未来

を表す迂 言形式 （ω ill）の 分布 に偏 りが ない こ とか ら、

lo）少 な くと も、 日本

語 ・ロ シ ア 語 と同 じ意味 で 、 非過 去 と過去 の 二 項対立 で ある とはみ な しに く

い
。 仮 に 英語 の 時制 を 3項対 立 だ とす る と、 英語 で は事態の 位 置 を決 め る の

は もっ ぱ ら時制 の 役割で ある の に対 し 、 非過 去 と過去 しか ない 日本語 とロ シ

ア語 で は 、 事態 の位置 を決 め る の に相 の 機 能 を援 用 して い る と も考え られ る

（Pe  fectiveの 非過去で 「未 来」 を表す）。 こ れ を推 し進め る と 、 「時制の 対立

よ りも相 の 対立 が 優勢な言語 で は 、 時制 の 相対化が 起 こ る」 とい う
一

般化 を

導 くこ と も可 能か もしれ ない
。

こ の 点 も念頭 にお きなが ら 、 研 究 をすすめ て

い きた い
。
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こ の
一見 「自由」 に現れる非過去形の 使用に、規則性ない し

・
貫性がある こ とは、すで に多

くの研究に よっ て 示唆されて い る 。 最も体系的な分析 と して は工藤 （1995）があげ られ る
。

また、山内 （2001）で は、完結相非過去形 （ル 形）に注目し、 その 使用の
一

貫性 を示 して い

る 。 なお、本 文の （1＞を含む 日本語 の 例 の 分析につ い て も山内 （2001 ）を参照 され た い 。

以下、ロ シ ア語 の 例文に は、そ の 下 に最小限の 注釈を つ ける 。 例えば 、 skaza1 の 下 に つ け

たsay ＿P＿Past は、　skazal が 「言う、話す」 とい う意味 （say ） の 完了体動詞 （2erfective＞
の 過去形 （Past）で ある こ とを示す 。 同様 に 、

　 pla6etの 下 の cry ＿1＿NonPast は、　 plaしet が

「泣 く」とい う意味 （cry ）の不完了体動詞 （エmperfective ）の 非過去丿1彡 （N 。nPast ）で ある

こ とを示す 。

ただ し、Forsyth （1070：70−71＞で は、主節で本 文 （11）にあげた動詞が用 い られ て い る場

合、従属節 の 動詞は過去形で も非過去形で も意味は同 じで ある とする 。 文単位 で は解釈に差

が 出 に くい 程度 の ニ ュ ア ン ス の 違い で あ る とも考え ら れ る が 、さ ら な る調査 が 必 要で あ る。
“
reported 　speggLh

”
，「描出超翌…」「白由間接孟法」と い う用語 は 、発話内容か思考内容か

を区別せずに 、 この双方に用 い られるが 、 Leech＆ Short（1981）で は、それぞ れの 談話的

価値が異な る こ とか ら、 発話の再現形式を指す （Free）Indirec七塾 h と、思考の 再現形

式を指す （Free）Indirectエ  htを区別 してい る 。 山内 （2006：182）も参照 。

こ の 3言語と もに 、間接話法の 従属節 と、それ以外の 従属 節 とで は、時 制形式 の 振 る舞い に

違い が ある こ とが指摘され て お り、こ の点 もふ まえた考察が必要になる。

日本語に は 「〜て い く」「〜て くる」「〜しか け る」「〜しは じめ る」 な ど の 補助動詞 を と も

な う二次的 な 「ア ス ペ ク ト形式」が ある が 、こ れ ら の 補助動詞 も表3の ように活用す る 。 ま

た 、ロ シ ア語 の 「非 過去」形 は、さら に、1人称単複、2人称単複、3人称単複の それぞれ で

人称変化 する 。 過去形 は 、男性単数
・女性単数

・複数 の み区別する 。

「有標性 」（markedness ）につ い て は 、　 Comrie （1976 ；111−122）も参照の こ と 。

Comrie　（1976）は、基本的な相 の 区別 を　
“Perfective／Imperfbctive”の 二 項対立 と とら

え、汎 言語 的 な相 の 分類 を試 みた。それぞれ の 範疇 は以下 の よ うに規定され て い る ；
“

＿

per：fectivity　indicates　the　view 　of 　a　situation 　as 　a　single 　whole ，　without 　distinction　of 　the

various 　separate 　phases　that 　make 　up 　the　situation ；while 　the　imperfective 　pays 　essen −

tial　attention 　to　the　internal　structure 　ofthe 　situation ，
”
　（Cemrie ，

1976；16）

　 なお 、
“Perfect”（パ ー

フ ェ ク ト、ペ ル フ ェ ク ト）は、こ の 二 項対立 の 枠外 の もの と して

扱わ れ る 。 本稿 も同様の 立場に た っ て い る 。

「〜したこ とが ある」は口本語の時制 ・相形式の 基本体系に は含まれ ない ため 、 表か らは外

して ある 。 また、ロ シ ア語 の 非過去形 の 使用領域は含まれ て い ない 。過去形に限っ て も、過

去 形 の 完了体 と不完了体 で 区別 しうる意味 は もち ろ ん こ れだけ で は な く、こ の 点で は英語 ・

日本語に つ い て も同様で ある。それ らも網羅 し、さらに語彙的 ア ス ペ ク トな ども考慮 に 入 れ

る と、 「対応 関係表」はは る か に複雑な もの に な る だ ろ う。

n シ ア語で未来を表す迂言形式を つ くる bort’は完了体とは結び つ かな い
。
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